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T
Aな
ど
の
青
少
年
育
成
関
係
代

表
者
に
お
願
い
し
、
自
主
運
営
を

し
て
い
だ
た
き
ま
す
。

管
理
に
つ
い
て
は
、
市
立
公
民

館
の
よ
う
に
主
事
を
置
き
、
そ
の

補
助
と
し
て
「
お
母
さ
ん
役
」
の

方
を
、
地
域
か
ら
三
人
採
用
し
、

子
供
た
ち
が
白
出
に
の
び
の
び
と
遊
び
、
創
造
性
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
中
学
校
援
に
一
常
時
二
人
で
子
供
た
ち
の
扇
倒
を

館
ず
つ
「
子
ど
も
の
家
」
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
横
内
中
学
校
反
で
、
み
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
臼
曜
日
や
休
日

横
内
公
民
館
東
側
に
一
一
一
月
末
完
成
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

は
、
地
域
の
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ

日
は
一
時
間
繰
り
上
げ
、
午
前
九
あ
い
や
お
年
寄
り
の
総
経
を
生
か

巾

E

時
か
ら
と
な
り
ま
す
。
午
後
五
時
し
た
竹
と
ん
ぼ
、
た
こ
、
お
手
玉

知
和
か
ら
十
時
ま
で
は
、
青
少
茸
育
成
な
ど
の
工
作
教
室
、
ジ
ュ
ニ
ア
ジ

ロ
糊
関
係
者
な
ど
大
人
の
方
に
利
用
レ
ー
ダ
ー
等
に
よ
る
ゲ
ー
ム
遊
び
、

似
て
い
た
だ
き
ま
す
。
拍
小
川
閉
会
、
講
習
会
な
ど
、
地
域
の

明
子
ど
も
の
家
の
運
営
に
つ
い
て
特
徴
を
生
か
し
た
楽
し
い
事
業

は
、
自
治
会
や
青
少
年
指
導
員
、
が
、
こ
れ
か
ら
決
め
ら
れ
る
予
定

濠
境
浄
化
員
、
子
供
会
育
成
会
、
P

で
す
。

L 
「
機
内
子
ど
も
の
家
」
は
、
数
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
レ
イ
ル
ー
ム

地
蔚
醐
慣
が
一
千
百
六
十
五
平
方
れ
は
「
動
」
の
部
震
で
、
卓
球
台
、

で
、
建
物
は
木
造
平
屋
造
り
、
延
多
毘
的
マ
ッ
ト
、
つ
り
輸
な
ど
も

の
ベ
面
積
一
一
一
白
六
十
八
平
方
れ
で
用
意
さ
れ
て
お
り
、
向
山
間
に
遊
ぶ

ス

す

。

こ

と

が

で

き

ま

す

。

震
外
に
は
、
大
型
遊
交
と
し
て
ゆ
と
り
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
常
時

子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に
縫
や
て
、
豊
か
な
心
と
社
会
性
や
連
帯
口
}
ブ
ネ
ッ
ト
や
メ
ロ
デ
ィ
ス
テ
一
一
十
人
ぐ
ら
い
の
子
供
が
、
休
息

か
に
育
つ
こ
と
は
、
社
会
の
だ
れ
感
を
養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ッ
ブ
、
ゆ
ら
ゆ
ら
橋
、
タ
イ
ヤ
ブ
休
養
で
き
る
よ
う
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

も
が
願
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
青
少
年
課
で
は
、
子
一
ア
ン
コ
、
ス
J

ン
グ
リ
ン
グ
、
関
数
い
て
、
く
つ
ろ
げ
る
よ
う
に
し

今
の
子
供
た
ち
は
、
社
会
構
造
供
た
ち
が
余
綴
を
有
意
義
に
過
ご
定
式
榛
高
跳
び
、
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
「
静
一
の
部

の
変
化
と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
せ
る
施
設
の
あ
り
方
亭
ス
い
ろ
い
り
台
な
ど
、
創
造
性
と
た
く
ま
し
時
丹
工
、
ト
ラ
ン
プ
、
将
綴
、
ォ
セ

や
テ
レ
ど
な
ど
家
の
中
で
遊
ぶ
こ
ろ
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
い
腕
白
坊
主
に
あ
っ
た
楽
し
い
遊
口
な
ど
も
盈
備
さ
れ
、
自
由
に
使

と
が
多
く
な
り
、
白
ら
遊
ぶ
と
い
で
、
新
平
塚
市
総
合
計
一
向
に
一
子
呉
が
い
っ
ぱ
い
照
窓
さ
れ
て
い
ま
え
ま
す
。

}
コ
横
綴
さ
に
欠
け
、
遊
ぴ
に
対
し
ど
も
の
家
」
の
建
議
一
計
函
宇
品
別
定
す
。
ま
た
、
図
書
室
が
一
併
設
さ
れ
て

て
消
極
的
で
す
。
こ
れ
は
、
子
供
し
ま
し
た
。
ロ
グ
ハ
ワ
ス
の
中
に
は
、
ミ
ニ
お
り
、
約
一
千
掃
の
蔵
書
を
利
用

た
ち
の
安
全
な
滋
ぴ
場
所
が
少
な
第
一
号
と
し
て
、
今
、
横
山
門
公
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
パ
ス
ケ
ソ
ト
ボ
し
て
、
読
議
や
勉
強
、
宿
題
も
で

い
こ
と
之
、
交
通
量
の
増
加
、
塾
民
館
の
東
側
(
横
内
一
一
五
一
七
番

i
ル
の
で
宮
}
る
プ
レ
イ
ル
l
ム
が
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

通
い
な
ど
が
主
な
原
因
と
い
わ
れ
地
)
に
建
設
中
の
「
横
山
内
子
ど
も

て

い

ま

す

。

の

家

」

は

、

二

一

月

末

に

震

し

、

議

蕗

や

戸

ス

レ

チ

ッ

ク

も

し
か
し
、
子
供
た
ち
は
じ
っ
と
山
間
円
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
中
で
も
特
に
自
を
引
く
の
は
、

l
ス
が
で
き
ま
す
。
一
階
の
ブ
レ

し
て
い
る
こ
と
を
好
み
ま
せ
ん
。
す
。
子
供
た
ち
に
「
木
」
の
ぬ
く
ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
床
下
を
利
用
し
た
イ
ル
ー
ム
か
ら
宇
ネ
ッ
ト
か
円
筒

戸
外
で
体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
も
り
を
と
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
(
丸
太
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
「
迷
ネ
ッ
ト
で
よ
じ
登
る
と
、
回
廊
形

が
本
来
の
姿
で
し
ょ
う
。
小
犀
)
形
式
の
四
時
物
で
す
。
路
」
が
で
き
て
い
る
こ
と
で
す
。
式
の
ア
ス
レ
チ
y
ク
へ
出
ま
す
。

子
供
た
ち
は
、
自
由
に
の
び
の
こ
の
次
は
、
山
城
中
学
校
区
で
床
下
を
高
く
し
て
作
ら
れ
キ
必
こ
と
に
は
、
丸
太
橋
や
半
丸
木
の

び
遊
べ
る
場
所
さ
え
あ
れ
ば
、
主
す
が
、
二
年
計
二
闘
で
一
線
ず
つ
建
路
は
、
編
一
れ
で
、
自
由
に
コ
l

ず
の
こ
、
板
の
ず
の
こ
な
ど
が
あ

体
的
に
、
創
造
的
な
遊
ひ
を
遜
し
設
す
る
予
定
で
す
。
ス
を
変
え
ら
れ
る
よ
う
、
墳
の
板
り
、
包
遊
ず
る
こ
と
が
で
き
ま

く

Z
F
1
1
2
m
Z
F
唱

2
5
2
紛
が
取
り
外
し
で
き
る
よ
う
に
な
っ
す
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー
ス
に
取

締
鶴
湾

2
5
aし明

J

帆
綴
溺

1
1》
協
鉱
山
山
伺
該
洲
町
て
い
ま
す
。
一
か
月
に
一
回
コ
1

0
付
け
ら
れ
た
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
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ス
を
変
え
た
い
と
事
務
潟
て
は
い
は
、
回
転
す
べ
り
台
で
屋
外
へ
出

子
ど
も
の
家
を
利
用
で
き
る
人
が
必
嬰
)
の
み
な
さ
ん
で
す
。
っ
て
い
ま
す
。
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
だ
品
川
に
住
む
小
学
生
と
中
学
問
鯨
時
間
同
は
、
午
前
十
時
か
ら
ま
た
、
原
根
裏
を
利
用
し
て
、
料
開
問
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
後

生
、
そ
れ
に
幼
児
(
付
き
添
い
入
午
後
五
時
ま
で
で
、
臼
附
曜
日
と
休
廷
官
民
五
十
れ
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
日
広
報
紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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ー
一
月
二
十
八
れ
か
ら
開
会
さ
れ
た
市
議
会
定
例
会
は
、
ヒ
一
月
卜
九
日
審
議
を
終
え
閉
会
さ

れ
た
。

A
J
議
会
で
は
、
早
成
一
元
年
度
の
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
子
ど
も
の
家
の
設
震
及
び
管
理

等
に
隠
す
る
条
例
、
在
宅
一
商
社
サ
1
ピ
ス
セ
ン
タ
i
平
塚
田
市
原
ホ

i
ム
の
設
畿
放
び
管
理
等
に
関

す
る
条
例
な
v
c
f
B議
案
が
提
案
さ
れ
た
。
審
議
の
続
出
世
、
平
成
一
五
年
度
の
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
は
継
続
審
査
と
な
っ
ペ
か
、
そ
の
外
の
議
案
内
恰
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
収
入
役
の

選
任
な
ど
の
追
加
議
案
も
提
議
さ
れ
た
が
原
案
ど
お
り
可
決
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
。

プー一品

一
乎
間
部
中
市
の
入
門
同
二
間
関
万
五
、
九
問
問
問
問
a
A

るま拒
ζ さ平
れ足立
平た二二
塚自主年
市勢十
の言問月
入量量一
口の臼
は結現
二果ヲf王
Iこで
flL]よ実

九万 Y主

主李手
三三 E 力し
口百
11王:[百
十十寸
四人 B
人 J人
。手車

臼時 1 月 17日(木)今後 2 時 ~4

a会場 平寧荷て会議所3荊ホ lレ

演霊童 激動する世界と日本経済の接望

講師 NHK解説委員 水域武彦氏

申込先 商工課商業保(内線548)

術
開
氏
招
制
談
窓
お
2
1

二

¥
人
権
法
嘩
相
談
「

l
け
泣
け
(
火
}
、
2
月
5
H

f
J
行
政
苦
情
相
談
戸
日
時
3
日
時

ハJ

一
般
法
捧
相
談

Z
け
同
行
(
水
て
お
日
〈
水
)
、

P
H
H
6
け
(
水
)
、
日
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
3

登
記
、
棋
託
、
測
農
相
談
2
け
給
付
(
令
)
、
日
附

〈
一
般
市
民
相
談
山
昨
日
立
ル
ど
し
、
ー
ザ
は
日
時

州
市
・
祝
日
吟
揖
2
£
第
4

仁
貯
は
除
く
)

〆
V

消
欝
生
活
相
談
}
パ
日
口
〈
合
)
、
お
日
(
A土、

2
パ
1
け
(
会
)
、

do
日
(
金
)
、

9
持
I
3
同
時

に
定
例
年
金
活
設
2
汀
H
什
(
寸
士
、
日
叫
1
日
時

ぐ
発
明
考
案
特
許
相
談
2
日
4
汀
(
日
)
、
日
時
1
日
時

〈
り
一
下
諸
説
引
裕
弘
前

1
川
口
口
(
木
)
、
日
時
別
分
3
日
時

ノ
ゾ
性
宅
相
談
(
菊
叫
人
補
作
な
ど
)
i
月
以
れ
(
火
)
、
口
時
C

〉
同
時

務
少
年
相
談
尚
道
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
日
制
!
!
七
一
一
…
…
…

月
(
〉
金
問
昨
日
9
同
町
(
》
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

む
樹
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
4

お
!
七
八
一
一
…
。

『

H'A〉4
一眼
U
9
時
1
日
時
泊
分

一

時

閣

社

会

銭

円

叫

i
一一一一一…一一一一一

…
心
心
詑
ご
と
相
談
嬉
週
月
曜
日
、
日
時

js時
時

一
心
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
、
9
時
1
日
時

市

(

土

曜

日

は

日

時

ま

で

、

第

2

、

帯

4

よ
工
曜
は
除
く
)

〈
〉
結
婚
相
銭
毎
議
日
曜
日
、
山
時
【
、
，
t

日時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
)

む
母
子
相
談
一
時
避
月
3
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

〈
心
象
庭
問
見
撞
弱
齢
毎
滋
月
3
金
曜
日
、
9
時
ri

、!日時

八
い
議
齢
者
職
撞
相
殻
毎
週
月
ら
金
曜
日
、

9
時
却
分
3
日
時

(
土
曜
H
は
日
時
ま
で
、
第
2
@
第
4

土
離
日
を
除
く
)

つ
嬬
人
槙
説
毎
バ
第
3
木
曜
日
、
日
時

s日
時



聾喜4アヰ告書平成3年守舟守 5臼(3) 

市に納める税金や手数料については、納め五まれを防ぐこ

とができ、また納める手間もいらない口腹振替制度がある

が、平成3年 4月振替分から取り扱いが部拡大され、さ

らに便利となる。ご利用を。

合口鹿鍍替がで哲る税金等

①市県民税〈普通徴収分) ②回定資産税 C主軽自動車

税是認民健麗保険税 C王国民年金保険料 (宣公共ド水道
使用料⑦清掃手数料(し尿・ごみ)

τF取り扱し、が変更となる内容

・市内にある金融機関であれば、 部を酷き全期どこの

本、支f吉からも口座擁替ができるようになる

と記の①へ-@については、普通宝罰金、:勺座預金に加え

て、納税準備王賞金の口座も利用できるようになる。

・①、②、⑤については、全期前納ができるようになる。

なお、前納された方には盲目納報奨金(限度額あり)がつく o

v口座振替の申込受付

平成3年度分から新たに口座振瞥を希左翼される:万のため

の申し込みを、次の期間お受けする。各取扱金融機関で預

金通輯、通帳正日(③は保険証、⑤は年金←予帳)などをお持

ちになり手続きを。

・②~⑤ 1!'l21日{月) ~3 月 29 日{金)
.(宣~⑦ 1月21日(丹) ~5 月五日(金)

※問い合わせ先 ①ヘベ主収納諜(内線281) 、笹保険年金

課(内輔249) 、(j);保蹟年金諜(内線251) 、⑤下水道総務

諜(内綿451)、⑦し尿は理境帯生管理課(内錦241) 、ご

みは理境構生業務課

言選宮望税重喜義高芸品EZ県草
程付。に理主誌か、容場¥a寺説 蒜
申料よ士主要 祭 4 号月市豊晋
2 告金る会主主 民所勤時 2 会 32 
月織は申平 税得労 月が平a
7談無告塚 の税会 1 F矯塚
日 料格支 申、書官 B か税
( 。談部 告事大(れ務
木 をで 毒薬会金る毒事

て き純 量伐警手。高
8 付税 き市 後の

税まの用な 主JVV の

吉竺室長宅圭変性警告喜議
主事長三一手更宅空言語 ζ
O)iJ吉三苦言し沼窪革工
3255持た池三重吉
の蓄えfし嘉方を)翠(
て哲只事長警 護さ
日千地らマ税特る施得に六
か平~ 3対)烈土設し、ト照
ら方麿月象が子地なた市同和
64土子模 31 謀議;そをどこと 1年六
年三長が日目召せ除に地イ七 1 
1浩，五ま和ら予とき有に区月三
月で 63れ;謀、効対域年
1一平に年る例向 flJし内日…

皇室芸書主。言三雲亡事毛主
で 4以し 2 二十れ建いの臼
に月上た白 保年て物て期か
取 1五土か 有罪暑い、耳元弼ら

。薬療ホ ム運転員{升議重量務を苦言む) 1人

'資格平成 3年 4月 1臼に55歳以と61歳未満の健

麗な男子で、普i車自動車i葉転責"喜子をお持ちの方

く〉栗原ホーム議室霊員 。ゃ 2入

資格 学校教青法による中学校以トを卒業した健

康な女子で、昭和26年 4月 2El以降に生まれた方

。ミニ・デイホーム哩母…… .， 2人

・資格平成 3年 4月 1日に60議未満の纏麗な女子

(内 1人は看護婦資格をお持ちのプ'J)

。串し込み希望される方は、 1月25日(金)まで

に市販の綴歴書に必要な事柄を記入し、職員課人

た
だ
き
た
い
。
公
衆
府
道
路
と
し

て
認
定
さ
れ
る
と
、
届
け
出
の
習

年
度
か
ら
非
課
税
扱
い
と
な
る
。

資
産
税
課
土
地
係
(
内
線
二
八

八
)
に
お
尋
ね
を
。

は
公
開
倒
緑
地
譲
緑
政
係
(
内
線

図
二
五
)
に
お
申
し
込
み
を
。

先
着
順
に
お
譲
り
す
る
の

な
お
、
移
様
の
際
の
費
用
に

つ
い
て
は
譲
り
受
け
る
方
の
負

担
と
な
る
。
ご
了
承
を
。

マ
お
譲
り
す
る
樹
木

市
で
は
、
転
居
や
家
屋
の
改
藤
(
幹
廻
り
叩
刊
ン
M
川

)
2
本、

議
な
ど
、
や
む
そ
得
な
い
事
情
盟
問
松
(
再
開
凶
刊
y
M
川
)
ぬ
本
、
も

に
よ
り
い
ら
な
く
な
っ
た
樹
木
ち
の
き
(
向
日
以
内
y
M
む

1
本

ぜひ、ご利用ください/

o広告綴 48か街
。使F轄翼諸問 1か年(4月 1Eト 3月31臼)

く〉決定方法 使用者及び使用場所は抽せん

により決定する

く〉料 金年額84.000内~144 ， OOO円

。事事擁期締 I 丹羽田~1 月 31 日

く〉串し込み公園持地課公箇管理係

(内綿424)

ο車工谷町署主主草場胴.......・80枚
・午前6時から午後11時まで利用できる

。錦町量生葱場・"，..，....，80枚
・24時間利用で吉る

争利用期間平成3年 4J':31S-"""4年 3月31B

.定期料金 1か月10.000丹(7月は8，∞o円)
※日曜日、祝日、七夕期間中は利用できない

帯用紙彊E布 1 月 22日制~31 臼同までの罰、両

駐車場と市民相談窓、駅前市民慾口センターで

配布。

争受村 2月 1B樹~7 日同まで両駐車場で受

付

・潤い合わせ市開発公社電話21~5781





Il:i.;聾重量之)-'童轄ヰア4警

(ヨ月末現在)

372荘重7298万円 5 

91億5625万円 1 

29億3003万円

17億 7553万円

24告書4597万円

535儀8076方向 7

39億1184万円

63億8172万円

20億 7168万円

25億 7300万円

149(輩3824方向 2 

平成2年度の互主な警察業(9月末現イ
市民精読整備事業(継続事業 18億694

休 6'夜間救急医標再書官経費 2億04(<

屋民健南保検事業 89億 34r

老人君主瞭助成経費 2イ意14E

老人留引建屋揮事業 意92(

身体障害者・精神簿弱者対策経費 6億 561

仮称栗原ホーム整備事業(継続事業 8;意97:

新神白公民館新築事業 14(意33

総合体育館等整備事業 67(;意68'

吉沢小学校建設事業 2i:意

大里子 a 崇善ー八幡小学校校舎改侍事業 5!意83i

浜岳中学校校舎新改築事業 4億5W

美術館整備事業(継続事業 36億 09(

子どもの京豊富備事業 l償 19;-

農業環境総合整備事業 2億58~

食肉センター食肉取引施設事業 H菅99(

メL島・小鍋島地区土地改良総合整備事業l{:童34つ

漁港整備事業・利用調整事業 l{;宥94

念日神戸線等幹線道路署装備事業 2憶 37

八幡神社土屋線等都市計調街路整構事業 5億 871

大島明石綿等ブロムブード整備事業 1荘重

公共下水道整備事業 55憶抑

排水路整備事業 2億 65i

都市下水路整備事業 脅96:

湘南平ビューランドプラン21整備続費 l僚

高度情報化推進関係経費 1償却i

〈を玉〉
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R
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日
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問
時
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第
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種
サ
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カ
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決
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Eヨ締 2月24Eヨ(図)
午前9時30分受付 10時繍会式

毎集会場所平塚競技場

・穣s ① 般男子の開1 3加②一般女子
の蔀 3km ③一般の部 2 km④ファミリー

の宙 2km 

場事加資格一般の部は中学生以よ、ファミ

リーの部は小学生とその保護者とし、向時に

ゴーJレずる。

・申し込み 2 fl15日までに体育課〈見附台

体育館内}へo 電話でもよい。電話 31~3060

※完走者には完走証と書記念品を贈る。

く)J[術者宇事務室宮{電話31--3057)
開放撞自 卓球、パにミントン、バスケッ

ト、軟式撞球 (~16時)、パレ守 口6時-)
l}寺(月)午後 1時~午後8時

2Fl沼(月)ノ/

。念公渓室官手事務室宮(電話:31-~2136) 

く〉金問公E定義官体育童宮崎話58-0101)
滅金田砂金田公民館の開放日と開放種目は問

じ

・開抽穂密 パレ ( 9時-13時)、パドミン
トン、卓球 (13時~16時〕、パスケット(16

時-20時)、

.1月ヨ(河)午諸君9時~午後 8時

2 J司4 (月)が
2 J号18Eヨ(汚)ノ/

減 3月分の申し込みは 2f-j 1 E! 9時から
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土

士

口

上映する。ご来場を。

ー上映時間 10時、 14時(2開〉

ー会場図書舘 3階ホール

1);:)1月20図(筏)

マッチうりのす女、イワンのばか、ヘンゼ

ルとグレーテル、おおかみと少年

1O)1月 27日(思〉

はだかの主様、ねずみの掠入り、プレーメ

ンの音楽隊、たなはたさま。2月 3お〈自)
しらゆき開、まほうの子うま、おやゆぴ姫、

アルプスの名犬パジ

、2月108 (臼)

おおかみと七ひきの Fゃぎ、わがままな巨

人、ジャックとまめの木、しりたがりやりと

ら

-投惇日 土曜日 14時、日曜日日時、 14時

・観官時間 45分

・観覧料 100円

団体利用 20人以上の間体は、回体専用日

(水、木、土曜日〉に利用できる。利用す

る10日前までにお申し込みそ。

公害寄贈品コーナー f平塚のま患重要j
学校などの公共施設、トンネル、 工場の深

井戸からのポ リング(地下り土質〉資料約

30点を展示。 (1月16日-2月27日〉

合体韓国 恒週月曜日、月末、 2月12日

会博物輯干浅間町12~41 電話33~5111

，{(開舘時間

火~日曜日 9時-¥6時50分

(金曜日のみ 輩出室と番考室は9時-18時
50ラテ〉

合体舘田 毎週月曜自、月末、 2月12日

台関帯館干浅間町12-41 電話31-0415

合ピデコず需央軍吉会

1月初日から 2月四日までの毎週日曜日、
ビデオ映聞による[まんが世界昔はなし」を

カナチュラリスト講座⑫

湘南の動植物について調査や研究をされて

いる方を講師に迎え、いろいろな話題を話し

てもらう講庫。事加希望の方は直接会場へ。

・臼時 21'l9日〈土) 18時-20時

会場博物館講堂

宮講師 ネイチぉープロダクション 寄閏嗣

郎氏

‘内容クモの鴨E認を揖る
・対象 中学生以上の方

すプラネタリウム・時間をさ語、7)1まると

「私たちの宇宙はどこまで続いているりだろ

うか。また、いつ生まれ、これから先はどつ

なるのだろうか」などを考えてみる話。 (-3

月 3日〉

回
世
〕

マ
期
間

2
月
7
臼
(
木
)
1
U

日
(
火
)

{
な
か
よ
し
作
品
展
〕

マ四期間

2
月
M
臼
(
木
)
1訪

日
(
火
)

市
長
ギ
ャ
ラ
リ
!

9

中
央
公
民
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
電
話
N
A
l
二
一
一
一
)

{
平
塚
書
道
協
会
・
醤
初
書
道
援

小説 E文学

異形の男

オルブヱウスの主主

探偵小説の饗繋

天の声

フランス語を読むために

家庭・生色 3雷
ドライフラワ 高橋登起子

これ金べていいの いさわ恵美

社会科学・その偽

1992年・決断の秋 嫌田勝

生命科学の新しい流れ 山口雅弘

フリーターで大丈夫 松島道子

終りなき世界 柄谷行人

上海コロッケ横了 鈴木常勝

※掲載した図警は購入した関書の…

部。詳しくは図書室宮にお尋ねを。

す少年少女美術教室III

粘土ではにわ、縄文土器寄っくり素燐きを

する。

日程 1月26日-3月16日の轄週土曜呂、

全 8回

・時間 14時-16時

・会場 青少年金揺美晴軍

‘対象小学 4年生~中学 3年生20人(先
着順)

相材料費 1，000円

・持ってくる物粘土べら

す陶芸教愛

語食欠み茶わんをつくる。

• B程 2月16目、 3月 2目、 23日甲各七曙
日

・時間四時-21時

・会場青少年金館葉会東

・対象 青年、一組40人(先着踊〉

・材料費 2.00C円

会開露時輯

火~土曜日 9時-21時3D分

〈日曜日のみ 9時 -17時)

4 体舘Eヨ 垣週月曙日、 1FJ16日、 2月四日
公膏少年金輯

干制捜間町12-'41 電話32~-'7029



骨樺憧センター

中皇34-17 電話34-0311

駅前パスターミナル5番鰻 中三塁

経自白向間行または諏訪町経由市

民病院行 fB差額センター前j 下車
骨平埋樺憧所

登車町6-21 電話32-0130

駅前パスターミナル2香線事野
行 f追分J下車

とき 1丹25霞
午後6時四分続演

ところ
く〉演図 狂言書「清水j 能川、鍛冶j
く〉出演者 中森品三、山本剣豪、鏑木専男
・入場料特等席3.500内、 1等席2.500内

・前売り 市民センタ一、ヤンレイレコード、

稲元蟹車器底、サクラ書底本活、花水警底で発

売中

問い合わせ市民センター(電話32-"2235)

第 4アヰ宝吾

から l年以上 1年 6か月以内に 1

聞受ける。

盤接撞方法市民病院・共済病院白

みで年間を通じて畢閣できる。接

種目は両病院にご相談を。

韻料金無料

購保陵託、母子健鹿予帳を持事

鶴対象 2歳 6か月までの乳幼児

盟会場平塚保擢所

購相談日 2fl4日、 18日

臨時間午前 9 時~~10時

閤申し込み電話で平塚保館所へ。

盟対象満 l歳以と6歳未満の乳幼

児

輔控種刀法開業医、病院で接種

を。接種目は医師とと相誌をの

輔料金蕪料

盟保憤託、母子鰭康手帳を持参

ぎ 1月15開
9時品分-12時

ところ市農センターホール
[内容]

-序幕間村ばやし保存会

・第 1部式典

・童再 2部 記念講演

議姉 ill本コウタロー
※筒諜な服装でご事加ください。また、車で

の来場はご遠慮を。

Fc司い合わせ青少年課育成部 電話32-7029
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福
祉
会
館
、
勤
労
会
館
を
会
場
に

日
赤
折
念
法
講
習
会
が
聞
か
れ
る
。

{
韓
準
法
}
一
般
対
象

マ
日
程
2
月
3
日
一
日
)

J

う
口
口

へ
日
)
ま
で
の
う
ち
の
9
日
間

官
時
間
午
按
6
時
却
分
t

、1
9
時

(
日
曜
日
の
み
午
前
9
時
却
分
i
午

後
5
時
)

ザ
定
員
話
人
(
先
者
順
)

マ
費
用
一
千
円

{
敷
蕗
法
}
有
資
格
者
対
象

中
日
程

2
月
1
日
(
金
)
3
8
日

(
金
)
ま
で
の
う
ち
の
6
日
間

自
時
同
州
午
後
6
時
3
9時
(
日
曜

日
の
み
午
前
9
時
ら
今
後
5
時
)

マ
定
員
知
人
へ
先
着
順
)

マ
費
用
一
千
円

{
蘇
(
そ
)
生
法
)
有
資
格
者
対
象

マ
日
程
2
月
日
日
(
火

)
3口
日

(
日
)
ま
で
の
う
ち
4
日
間

p

時
間
午
後
6
時
3
9時
(
日
曜

日
む
み
午
前
9
時
ら
午
後
ら
時
)

ザ
定
員
加
入
(
先
着
順
)

V
費
用
一
千
一
百
五
十
円

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
社
会
諜

管
理
係
(
内
線
一
一
。
)
へ
。
1
月

日
日
(
水
)
か
ら
一
受
付
。

シ
ル
バ
ー
セ
ミ
ナ
ー
一

定
年
法
の
人
生
を
一
ア
i
マ
と
し
た

シ
ル
バ
ー
フ
ィ
フ
巴
ミ
ナ
ー
か
開
か

1
〉
。

オ/一
円

v
日
揮
1
月
お
叶
(
水
)
、
白
日

(
木
)
の
2口調刈

，
時
間
い
ず
れ
も
午
栓
2
時
泊
分

、4時
間
分

守
会
場
茅
ヶ
崎
市
役
所

マ
定
員
団
人
(
先
省
順
)

マ
申
込
先
神
奈
川
県
湘
南
労
働
也

ン
タ
}
(
竜
話
。
問
点
七
時
-

l

古
一
内
線
田
)

福
祉
会
開
で
槙
祉
講
棚
田
舎
が
開
か

れ
る
。
門
事
結
構
溜
金
(
七
夕
金
)
)

マ
日
程
1
月
四
日
1
2
月
回
日
の

ん
時
週
火
曜
日
，

AAγ5
問

として

時
間
午
後
l
時
部
分
1
3時
却

分マ
定
員
別
人
(
先
者
順
)

V
由
込
文
一
VTμ
日
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
回
i

一一一一一一)

{
手
話
講
習
生
〕

守
口
棺

3
月
2
け
ら
持
け
の
担
趨

火
、
金
曜
日
・
全
0
0

問

'
時
間
午
前
日
時
、
1

日
時

中
定
員
初
人
(
先
着
脱
)

マ
悶

A
f
福
祉
総
務
調
更
生
福
祉

怖

(

内

綿

一

)

{
点
字
講
留
金
〕

マ
日
開
2
月
ろ

H
i
M印
日
の
毎
週

火
曜
口
・
全
4
M

e
与

四

叫

じ

L交
1
寺
ゆ
ふ
1
3
3守
の

H
Fれ
メ

/

イ

日

3
づ

:
8
3

ネ

J
ノノマ
定
員
加
入
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
日
弘
塚
市
社
会
欄
祉
協
議

会
(
電
話
お
;
一
一
一
三
二
)

(
平
場
共
済
構
瞬
間
覇
港
審
議
学
院
}

マ
受
験
資
格
目
提
ま
で
の
ん
以
p
b
d

V
入
学
試
験

2
H
n
u
(木)、

m
H
(金
)
の
2
日
間

マ
願
書
締
め
切
り
2
月
日
日
(
主
)

マ
問
い
ふ
口
わ
せ
先
同
唯
噴
護
学
院

(
電
話
担
j

九
五

O
内
綿
乞
一
四
)

{
講
生
金
江
商
准
看
護
学
院
}

マ
受
験
資
搭
中
学
校
以
と
を
卒
業

さ
れ
た
ん

V
入
学
試
験

2
月
四
け
(
木
)

マ
願
書
締
め
切
り

2
月
お
け
(
円
)

マ
問
い
合
わ
サ
主
間
獲
看
護
フ
院

(
電
話
担
一
一
八
九
九
)

あたたかい

[

車

両

少

年

i

会
館
が
泉
か
ら
市

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
、
博
物
館
も
近
く
に

あ
り
青
少
年
の
集
ま
り
も
多
い

と
患
い
ま
す
が
、
移
管
後
は
ど

の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

(
域
研
早
川
川
端
調
子
さ
ん
)

昨
年
初
月
に
膏

お
答
え:
:
少
年
会
館
は
察
か

ら
市
に
登
喜
れ
、
市
内
の
青

少
年
活
動
が
橋
広
く
多
様
に
展

開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た。
移

管

後

、

青

少

笠

宮

線

の

告

に

広

が

り

つ

つ

あ

り

ま

す

。

今

後

と

も

需

の

青

少

年

活

主
事
業
と
し
て
美
術
・
ス
ポ

1

昨
苛
の
四
月
か
ら
九
月
ま
で
動
の
拠
点
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル

ツ

教

室

、

こ

ど

も

ま

つ

り

、

ふ

に

利

用

さ

れ

た

方

は

五

万

七

千

活

動

、

仲

間

づ

く

り

に

気

軽

に

れ

あ

い

ハ

イ

ク

な

ど

を

笑

施

し

百

十

五

人

(

前

年

間

時

期

と

比

利

用

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

怒

て

者

与

執

し

た

。

ま

た

、

会

館

利

べ

て

五

千

六

十

九

人

の

増

)

い

ま

す

。

(

欄

間

企

年

線

)

用
サ
ー
ク
ル
と
の
共
催
で
速
記
十
六
の
青
少
年
サ
ー
ク
ル
が
愛
で
、
特
に
高
校
生
、
青
少
年
指
東
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
要
議
な

一
ど
を
行
録
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
、
導
者
、
ま
た
市
に
移
管
さ
れ
た
ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
課
広
総

た
だ
い
美
術
な
ど
の
活
動
を
し
て
お
た
め
、
青
少
半
育
成
田
体
の
利
係
(
内
線
三
五
五
)
へ
お
寄
せ

現
在
八
り
、
仲
間
づ
く
り
の
紛
が
さ
ら
用
が
増
え
て
い
ま
す
ι

く
だ
さ
い
。

マ
社
章
構
祉
基
金
へ

e

は
人
会

千
円
、
江
南
交
通
従
業
員
同

一
一
万
六
千
一
百
九
十
円
、
平
塚
市

原
業
ま
つ
り
み
つ
け
市
山
山
問
者
一
mrJ

万
L

ハ
千
六
百
五
円
、
湘
央
建
設
組

合

l
+

一
万
一
千
五
百
七
十
t

円
、
中

町
常
用
金
庫
南
口
十
三
広
刀
ヘ
ー

八
百
円
、
木
も
れ
隅
会
一
万

問
、
こ
み
資
源
化
フ
セ
一
ア
実
行
委
員

会
-
万
一
一
!
九
円
五
ー
ャ
円
、
高
原

商
時
十
一
一
万
七
千
五
円
、
和
田
利

彦
一
万
四

F
口
二
十
円
、
明
神
せ

い
四
子
百
い
円
、
ク
リ
ン
サ
ウ
ナ

子
一
二
百
六
1
7
一
円
、
錦
町
公
闘
喫

譲
会
九
千
四
円
、

L
9
み
れ
会

千
円
、
勝
木
量
子
一
千
九
百
六
十

円
、
出
川
延
男
十
じ
万
円
、
鈴
木

競
枝
一
一
万
六
千
百
五

1
円
、
鈴
木

孝
一
二
万
六
百
一
円
、
南
部
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
ヂ
年
間
一
万
一
千
五
円

九
十
八
円
、
グ
ル
i

ブ

別

一

万

一
一
子
九
百
九
十
円
伊
藤
シ
ズ

十
万
円
、
永
田
良
7

ナ
百
万
円
、
前

川
淀
お
ヒ
万
円
、
横
内
地
民
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
実
施
委
員
会

一
万
八
千
六
百
四
ト
九
円
、
控
辺
道

帯
二
百
十
四
円
、
土
門
一
一
郎
後
援

金
二
十
万
円
、

N
T
T
平
揮
支
府

社
員
一
同
九
万
四
千
八
百
八
十
五

円
、
ふ
じ
・
ラ
タ
ン
会
一
一
万
一
千

八
百
円
、
日
本
ヱ
レ
ク
ド
ロ
プ
レ
イ

テ
ィ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
!
ズ
一
二
百

五
円
、
平
山
嘩
青
色
申
告
会
・
誠
和
吟

詠
会
曾
つ
く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介 敬称略

苦言語材開会 1UIhj長スポ弘己tU日当辻ぷ咋芸iHZ;:
至雲電話計ヘ ギ三五支き4f戸デ'¥，_雲会出品ZおfE品警 護再点翠三三幸治サ書長ま
主品高実乙ニキ 弘 L会 ZZ費総必込J 云ふ日夕7ぎ立高へ へ 盟へ き?日長室定義「
百十人 /とIYYぷ!二ヨ↑百つ基「三二噂接J ノにJ 下 降!通ブ'J 1- r有。 ー 明入、， F '勝村
円万部‘ /_/~ぞうン h 十け金 L尋議ヘξダ iIJ 子会 会， 支神 様 椅 会定時高円花。 ilJ
円 平紙約献体ア 九実円円へ t.F¥'必品 、二 円全 】工1部奈 緒 千地 ノi、千J沢木、匿忠
、十塚 P叫.'l̂'l'昨季 斤打、、 tf¥ 援総脅霊安語 l"lト、ほ f工、予 時 円ノ 泊醤式魁{f:↑
鷲 j日た /戸一墨金、ド て?えよ)ij 場六万森山ノJ 小【p 県 犬 、フ 員 fi1 月第
尾円ば 十員 [j塚省、子下J緩珍ノ γ ノ¥ j--rIJ出会三林部フ 紺ぷ 支会・す綾会終解
昭、こ 敬祢時 五全地ボ探 敬称略 フ 、f疲 千閥会口 一鵠 部・吟み美"一脱

犬-
県動物保護センター(電話58~3411)

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、強の引き取りを行っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑札、

注射帯票、愛犬手棋を持書していただき

たい。引き取り車の停留時間は10分間。

なお、犬、猫についての活情、相談や

野犬のJ荷主要依頼も向センタ へ。

[1月28臼(丹)J 9 : 50 

8 : 45 神的公民館 10 10 

9 : 05 大野吟民館 】0:35 金出公民轄

9 : 25 多暗号を:}D考古官官 11 : 05 1t邑

10: 55 ;tiif-<!.乏上上モf窓 [ 2月 8日
11 :1:J 金 H公民館 14 : 20 

[2!'l2箆(土)) 14: 35 

8 : '~5 メミ宇中金、iえ~f'l' 14: 50 
9 : 05 揖内公民賠 15: 15 八幡公民館

9 干 30

き君主 kz tζ 史主蓄量苦玩何32iSH252主そEP
152E33 1i115;; 
事:zti23525軒高
在家言つ会 こ、 ま主
事 雲に主去のき君

山目当33君主
18i 註if:;15iii1225i ii; 
芸見守主変 υ 主著書長害書。話芸て 号君ぞ毛主

昨日iffiiiiZJizi襲撃鰭韓議襲警1iiF
ド2552a訂正2票日長25議麓議盤整題EZ宮市
百日出言語52HF議議鉱:議議日号訪日
記堂説法EA主主釘雪量理蕗;韓議謬護欝議離欝宗主言z日
亡てら なん、」らさがほ Lコい 辞書官 襲警内轟議後端麓麓欝繍麗襲鯛襲醤欄聾欄

11ili?町長!?ijjj議畿議離!ii111!?
HSHH官打開門事営難麟議盟髄己主リ
臨 ULd主?信号欝騒騒騒騒騒

(:Fijii!日iiiiiiii雫開空間i!?iiiiEiiiiiiiii11i
霊HE喜522実香り町苧市出話i言語主fizii!?iiiF153き沼市
軒目そ32511ifsi???5254;diithlpj225Z422ヨ!;iii

。沼穏

1 j--I:30lイ

(イに) 10 ffc与

~12時糸工詩ノ\

，，)レロード

2 }-jl2 Ll (7}く)

13日子時3ο

分平塚駅北口 も滋幾多デ /必)¥7"，ふ

Oごuhブフありがとうございました(l2}守)
敬称略

東海三人学、五銭ケ e，高校、 AコープN1J，λ 平塚青

学校、八重博本舗、全亀遇、F塚分会、平塚自技術高

校、ローターアクトクラブ(以上r1j体のみ)

平塚市奨術書室戸庁護憲作品力、ら
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